












































　『ドイツ神話学』は 1835 年に初版全 1 巻、1844 年に第 2 版全 2 巻、1854 年に第 3 版全 2 巻が





















lucusostenditur:praesidet sacerdosmuliebriornatu, seddeos interpretationeromana
CastoremPollucemquememorant.eavisnumini,nomenAlcis;nullasimulacra,nullum
peregrinaesuperstitionisvestigium.ut fratres tamen,ut juvenesvenerantur. alcis ist







































































































して知られている。主著『森と畑の祭祀』は、1875 年に第 1 巻「ゲルマン系と近隣諸族の森林祭祀」
が、1877 年に第 2 巻「古典古代の森と畑の祭祀」が刊行された。
　バウジンガーやヴェーバー＝ケラーマンらの民俗学史も注目する通り（Bausinger 1971, 48–49; 








































のだ。「5 月の木」や「収穫の 5 月」が「5 月」、「夏」、「鍬の 5 月」（Harkelmai）と呼ばれ
るのに似て、人間として具現する「植物の魔物」は、しばしば「5 月」（Maja）、「5 月なる父」（Père
















これが「収穫の 5 月」であるが、この藁束は単に「5 月」や「5 月」に関するさまざまな名称で
も呼ばれていた。マンハルトは次のように解説する。














































































その後、大規模な増補がおこなわれ、1906 年から 1915 年にかけて第 3 版が全 12 巻で刊行された。











































































































































































































































































引用の最後の 1 文で言及されている「『金枝篇』の最新版」が 1906 年から 1915 年にかけて刊行






















































































































































　　 1889 年以来つづく国際社会主義の記念日〔国際メーデー〕としての 5 月 1 日は、習俗の展
開に明白な影響力をもたなかったのに対して、いわゆる第 3 帝国においては、1934 年 2 月
27 日に、5 月 1 日を「国民の日」とする布告が出され、ドイツ全体において、都市でも村落
でもまさに「5 月の木のインフレーション」が起こった（Moser 1985, 249）。
　「5 月の木」が社会主義者にもナチスにも利用されて来たことの指摘である。現在でもドイツ



















　　 しかし 1790 年以来、人々は「5 月柱とリース」を装飾的な要素として用いた。バスチーユ












































































現在（2015 年）までに 40 年以上が経過した計算になる。思うに「神話学的思弁」は今なお「死
滅していない」のではないか。











































































（4）別の帰結――ジェシ ・ーS. ウェストンの『典礼からロマンスへ』と T. S. エリオットの『荒地』
　マンハルトの『森と畑の祭祀』とフレイザーの『金枝篇』で示された「マンハルト派の理論」は「ケ
ンブリッジ典礼学派」（Cambridge Ritualists）と呼ばれる英国の研究者たち――ジェイン・ハリ































































　　IV. DEATH BY WATER
　　Phlebas the Phoenician, a fortnight dead, 
　　Forgot the cry of gulls, and the deep seas swell
　　And the profit and loss.
　　A current under sea
　　Picked his bones in whispers. As he rose and fell
　　He passed the stages of his age and youth
　　Entering the whirlpool.
　　Gentile or Jew
　　O you who turn the wheel and look to windward,
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を例として」京都府立大学ドイツ文学会編『AZUR』7 号、2015 年、21‒42 ページ。
 注記――本稿は「グリムの『ドイツ神話学』とフレイザーの『金枝篇』の媒介項としてのマンハル
ト後期著作」を研究題目として受給した京都府公立大学法人若手研究者育成支援費（2013 年 7 月










































































































































































いう発想に繋がった。それは民間信仰とはまったく無関係であり、5 月柱の 1 次的な意味とも無
関係である。ふと起こった気まぐれな遊びが一定の人気を得たのである。しかし、この遊びもあ
りきたりになると、人々はもう飽きてしまって、また花飾りだけになってしまった。背後には民




































































































































































































































 訳者による注記――本稿は、1934 年 7 月 4 日から 8 月 4 日までロンドンで開催された第 1 回










 （2015 年 10 月 1 日受理）
 （よこみち　まこと　文学部欧米言語文化学科講師）
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